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【はじめに】ラジオフォトルミネッセンス（RPL）現象

に基づく銀活性リン酸塩ガラス（PG:Ag）は，個人

被ばく線量計として広く用いられているが，その線

エネルギー付与(LET)依存性に関する検討はほと

んどない．ここでは，まず異なる線種による 460，

560nm 帯の RPL 特性，蛍光寿命依存性などにつ

いて検討し，次に，母体材料の機能性と形態制御

性を生かしたコンパクトディスク（CD）型エリアイメ

ージ読取機の改良とその性能評価を報告する． 

【背景】 これまで PG:AｇのX線誘起銀関連センタ

ー(Ag0，Ag2+，Ag2
+など)の同定や光学特性をフェ

ムト秒レーザー，時間分解分光，TEM などを用い

た実験で明らかにしてきた【1】．  

【実験】 ガラスバッチ材料の GD-450 および同じ

組成の直径 80mmφ，厚さ 1.0mm に加工した CD

型PG:Agを用いた．α，β，X線源として，241Am，

90Sr-90Y，8 keV X線を用いた．微動装置上のCD

型 PG:Ag は一定速度（Max 3200rpm）で回転し，

集光した 371nm のビームスポットが CD の外周か

ら内周へ設定したピッチで移動する．それによっ

て，X 線で書き込まれたデータを RPL 信号として

読出し，PC 中でイメージの再構築を行った【2】．  

【結果のまとめ】 

1. 560nm/460nm RPL 強度比は線種，励起波長

(310nm(Ag2+に起因), 340nm(Ag0 に起因))によ

って大きく変化する（Fig.1 参照）. 

2. α線照射の場合，ドーズ量の増加と共に，

560, 460nm 帯 RPL の蛍光寿命は共に減少

する．X 線照射の場合(吸収線量 1.22-24.5 

Gy)も同様な傾向を示す． 

3. α，β，X線照射による蛍光寿命,特に 460nm

帯，は LET 値に依存する． 

4. 構築した CD 型読取機は，X 線に対して空間

分解能１μm，最小感度 1mGy であった． 

5. 再利用の為の一連の過程（プレヒート，読取，

消去）は単一の LD 源(371nm)で可能である． 
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Fig.1 Ratio of orange (560nm) to blue (460nm) 

RPL intensity for irradiation with α，β and X-ray 

at each excitation of 310 and 340nm. 
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